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東方より国立新美術館を望む

美
術
関
係
者
の
長
年
の
夢
で
あ
っ
た
国
立
新
美
術

館
が
、
い
よ
い
よ
来
年
（
平
成
一
九
年
）
一
月
―
―
―

日
（
日
）
に
東
京
都
港
区
六
本
木
に
開
館
し
ま
す
。

国
立
新
美
術
館
の
実
現
に
向
け
て
こ
れ
ま
で
ご
尽

力
さ
れ
た
関
係
各
位
に
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

今
日
ま
で
の
道
の
り
を
顧
み
ま
す
と
、
国
立
新
美

術
館
設
立
の
き
っ
か
け
は
、
昭
和
宜
〇
年
代
の
初
め
、

美
術
関
係
者
か
ら
「
首
都
東
京
に
公
募
展
開
催
に
必

要
な
桟
能
を
備
え
た
新
し
い
美
術
館
建
設
」
の
要
望

が
国
に
出
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
多
く
の
方
々

の
声
を
背
景
に
、
文
化
庁
に
お
い
て
設
立
に
向
け
た

具
体
的
な
検
討
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
平
成
七
年
の

こ
と
で
し
た
。

文
化
庁
で
は
、
設
立
準
備
委
員
会
を
は
じ
め
各
種

の
委
員
会
を
設
置
し
、
「
基
本
構
想
」
「
基
本
計
画
」
、

さ
ら
に
は
「
管
理
運
営
の
考
え
方
」
等
が
取
り
ま
と

め
ら
れ
ま
し
た
。

美
術
館
と
し
て
連
携
協
力
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特

色
あ
る
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

既
存
の
四
美
術
館
の
役
割
は
中
期
計
画
に
お
い
て
、

次
の
と
お
り
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
）

本
館
、
工
芸
館
、
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
か
ら
成
る

同
美
術
舘
は
、
近
・
現
代
の
美
術
、
工
芸
、
フ
ィ
ル

ム
に
関
す
る
作
品
そ
の
他
の
資
料
を
収
集
・
保
管
し
、

鑑
賞
機
会
を
提
供
し
て
、
あ
わ
せ
て
こ
れ
に
関
連
す

る
調
査
研
究
及
び
各
種
事
業
を
行
う
。
フ
ィ
ル
ム
セ

ン
タ
ー
は
、
我
が
国
に
お
け
る
映
画
文
化
振
興
の
中

枢
と
し
て
、
映
圃
に
関
す
る
保
存
・
上
映
・
研
究
活

動
を
総
合
的
に
展
開
す
る
。

（
京
都
国
立
近
代
美
術
館
）

近
・
現
代
美
術
及
び
工
芸
に
関
す
る
作
品
そ
の
他

の
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し
て
鑑
賞
槻
会
を
提
供
し
、

あ
わ
せ
て
こ
れ
に
関
連
す
る
調
査
研
究
及
び
事
業
を

行
う
。
（
国
立
西
洋
美
術
館
）

は
じ
め
に

ヽ

理
事
長
挨
拶

今
後
、
国
立
新
美
術
館
で
は
こ
の
中
期
計
酉
に
沿
っ

こ
の
よ
う
な
文
化
庁
の
取
組
に
合
わ
せ
、
美
術
館

と
し
て
も
開
館
に
向
け
た
準
備
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
、
平
成
一
五
年
四
月
か

＊ー・

ら
は
、
独
立
行
政
法
人
国
立
美
術
館
内
に
「
ナ
シ
ョ
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ナ
ル
，
ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立
準
備
室
」
を
設
け
、
文
化

庁
と
の
連
携
の
も
と
に
本
格
的
な
準
伽
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

設
立
準
俯
室
で
は
、
開
設
に
係
る
重
要
事
項
に
つ

い
て
検
酎
す
る
た
め
、
平
成
ニ
ハ
年
三
月
「
国
立
新

美
術
館
選
営
協
議
会
」
（
座
長
ニ
口
向
階
秀
爾
）
を
設

け
、
施
設
貸
与
（
公
募
展
事
業
）
の
諸
条
件
．
，
共
催

展
の
し
く
み
の
ほ
か
、
自
主
企
画
展
、
惰
報
事
業
、
敦

育
晋
及
事
業
等
に
つ
い
て
、
幅
広
く
検
討
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

平
成
一
七
年
度
末
ま
で
に
、

①
平
成
一
九
年
度
に
公
募
展
至
を
使
用
す
る
団
体
（
六

九
団
体
）
の
決
定

②
開
館
記
念
展
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
展
覧
会
の
内
容

の
決
定

③
休
館
日
は
毎
週
火
曜
日
と
す
る
こ
と
、
ま
た
開
館

昭
和
三
0
年
一

0
月
八
日
に
日
本
国
政
府
及
び
フ

ラ
ン
ス
政
府
間
に
成
立
し
た
合
意
に
基
づ
き
フ
ラ
ン

ス
政
府
か
ら
日
本
固
政
府
に
寄
贈
さ
れ
た
美
術
に
関

す
る
作
品
（
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
並
び
に
西
洋
美

術
に
関
す
る
作
品
及
び
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し
て

鑑
賞
機
会
を
提
供
し
、
あ
わ
せ
て
こ
れ
ら
に
関
連
す

る
胴
査
研
究
及
び
事
業
を
行
う
。

（
国
立
国
際
美
術
館
）

日
本
美
術
の
発
展
と
世
界
の
美
術
と
の
関
連
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
必
要
な
美
術
に
関
す
る
作
品
そ

の
他
の
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し
て
錯
賞
機
会
を
提

供
し
、
あ
わ
せ
て
こ
れ
に
関
連
す
る
胴
査
研
究
及
び

事
業
を
行
う
。

国
立
新
美
術
館
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
中
期
計
画

に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
国
立
新
美
術
館
）

全
国
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
美
術
団
体
等
へ
の

展
覧
会
会
場
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
新
し
い
美

術
の
動
向
を
紹
介
す
る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、
美
術

に
関
す
る
新
た
な
創
造
活
動
の
展
開
や
ア
｀
ー
テ
ィ
ス

ト
の
育
成
等
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
の

美
術
創
造
活
動
の
活
性
化
の
推
進
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
国
内
外
の
美
術
や
美
術
展
に
関
す
る
情
報
。

資
料
の
収
集
。
保
存
゜
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、

日
本
の
美
術
情
報
を
積
極
的
に
海
外
に
発
信
す
る
。
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お
わ
り
に

時
間
は
午
前

1
0
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
と
す
る

こ
と

等
美
術
館
の
活
動
の
具
体
的
な
事
項
に
つ
い
て
、
順

次
決
定
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
新
美
術
館
建
設
要
望
が
国
に
記
さ
れ
て
約

三
〇
年
を
経
た
平
成
一
八
年
七
月
一
日
、
「
国
立
新
美

術
館
」
が
機
関
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

国
立
新
美
術
館
の
役
割

国
立
新
美
術
館
は
、
璽
見
国
立
近
代
美
術
館
（
寮

京
＊
竹
橋
）
、
国
立
西
洋
美
術
館
（
東
京
・
上
野
）
、

京
都
国
立
近
代
美
術
館
（
京
都
』
岡
崎
）
、
困
立
国
際

美
術
館
（
大
阪
・
中
之
島
）
に
次
ぐ
独
立
行
政
法
人

国
立
美
術
館
を
構
成
す
る
五
番
目
の
国
立
美
術
舘
と

し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

国
立
美
術
館
の
役
割
は
、
我
が
国
に
お
け
る
芸
術

文
化
の
創
造
と
発
展
、
国
民
の
美
的
感
性
の
育
成
を

目
指
し
つ
つ
、
美
術
の
振
興
の
中
心
的
拠
点
と
し
て
多

彩
な
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
゜
そ
の

た
め
に
各
館
は
―
つ
の
独
立
行
政
法
人
を
構
成
す
る

て
、
国
内
最
大
級
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
一
万
四

ooo"rno

を
活
用
し
多
彩
な
展
覧
会
を
開
僅
す
る
と
と
も
に
、
美

術
に
関
す
る
情
報
や
資
料
の
収
集
・
公
開
・
提
供
、

教
育
普
及
な
ど
、
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割

を
積
極
的
に
果
た
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
際
は
、
六
本
木
と
い
う
立
地
条
件
を
十
分
に

生
か
し
、
近
瞬
美
術
館
と
の
連
撓
協
力
も
図
っ
て
い

く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

国
立
美
術
館
は
、
近
年
の
美
術
へ
の
関
心
の
高
ま

り
や
美
術
活
動
の
活
性
化
、
多
様
化
、
国
際
化
等
に

積
極
的
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
独
立
行
政
法
人
国
立
美
術
館
を
構
成

す
る
五
番
目
の
国
立
美
術
館
と
し
て
国
立
新
美
術
館

が
開
館
の
運
び
と
な
っ
た
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
五
館
の
連
携
協
力
を
一
層
進
め
る
と

と
も
に
、
国
立
美
術
館
が
国
立
新
美
術
館
を
加
え
る
こ

と
で
さ
ら
に
我
が
国
美
術
館
の
顔
と
し
て
農
か
な
活

動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
の
一
層
の
ご
支
援
・
ご
理
解
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

＊
］
国
立
美
術
館
は
、
四
館
が
統
合
し
、
平
成
一
三
年
四
月

独
立
行
政
法
人
に
移
行
し
ま
し
た
。

*
2

設
立
準
備
協
説
会
等
で
の
検
討
に
際
し
て
は
、
当
初
、

「
新
し
い
美
術
展
示
施
設
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
．
j

と
呼
称
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
八
年
三
月
に
取
り
ま

と
め
ら
れ
た
「
基
本
計
画
」
に
お
い
て
仮
称
「
新
国
立
美

術
展
示
施
設
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
」
と
す
る
こ

と
と
さ
れ
、
平
成
一
五
年
六
月
に
正
式
名
称
「
国
立
新
美

術
館
」
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

独立行政法人国立美術館

理事長

辻村哲夫
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公募展カレンダー（平成19年度使用団体一覧）

日口：：三，；； 三：覧展会名□／：ニ―l

：日日ニロ
6月2日～6月25日三□／こー ＇口／門□こ
I 

財団法人全国書美術振興□日本の書展 ー 画大窃展実行委員会 1絵画大賞展 I 
ァート未釆 国際公募アート未来展 社画法人日本中目水墨交流協会［巴竺i固水墨画合同

2月5日～2月18日
財団法人陶芸文化振興財団全国公募陶芸財団展 美術団体等迦会 等迦展

秋耕会 秋耕展

1 国トレー々—つ‘ ――  

ロあきつ会書道展
i6月26日～7月9日 社団法人日□三 —□三ーJ
Lーニ;臥T；；；/乍:|2月19日～3月3日

月 0 日 8月6日〗二□：三：
月18日～10月1日」二ご ［こ l ［野外展示場のみ使用］ 一

10月2日～10月15日 自由美術陥会 1自田美術展＿ ，ロニロ／□イ本名ーロ1oah：::：JACl 
L__ 1一陽会 1―陽展 一二］ ＊て::9示室の使用期間であり，展覧会日程は各展覧会によっ

表

4月3日～4月16日

5月1日～5月14日

8月7日～8月20日

l 
8月21日～9月3日

, 9月4日～9月17日

o噌..・・............・・.................・・・・⑭⑳ ●...滲0・・・.............ゆ,.............

活
動
の
方
針

国
立
新
美
術
館
は
美
術
の
新
た
な
拠
点
と
し
て
注

目
さ
れ
る
東
京
都
港
区
六
本
木
に
平
成
一
九
年
一
月

二
―
日
（
日
）
に
開
館
記
念
展
「
20
世
紀
美
術
探
検
ー
|
'

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
三
つ
の
冒
険
物
罪
叩
！
ー
」
で
開

舘
し
ま
す
。

開
館
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
今
日
に
至
る
ま
で
多

く
の
方
・
マ
の
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
あ

ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

国
立
新
美
術
館
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
持
た
ず
、
園

内
最
大
緑
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
（
一
万
四

0
0
0
面
）

を
生
か
し
た
多
彩
な
展
覧
会
の
開
催
、
美
術
に
関
す

る
情
報
や
資
料
の
収
集
・
公
開
・
提
供
、
教
育
普
及

活
動
を
展
開
し
て
、
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
新
し
い
タ
イ
プ
の
美
術
館
て
す
。

国
内
外
か
ら
人
や
モ
，
ノ
、
情
報
が
集
ま
る
国
際
都

市
，
東
京
に
立
地
す
る
美
術
飽
と
し
て
、
「
美
術
」
を

介
し
て
人
々
が
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
に
触
れ
る
機
会

を
提
供
し
、
相
互
理
解
と
共
生
の
視
点
に
立
っ
た
新

立

館
長
挨
拶

p
a翫
戸
一
翌

f
9
皇
喜
患
喜
璽
霞
喜
喜
喜
喜
言
心
〗
＂
賢
旦
い
い
．
口
＇
ふ
，

し
い
文
化
の
創
造
に
寄
与
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

事
業
の
内
容

こ
の
た
め
、
国
立
新
美
術
館
で
は
、
前
述
の
活
動

方
針
を
踏
ま
え
、
次
の
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

①
展
覧
会
事
業

「
さ
ま
ざ
ま
な
美
術
表
現
を
紹
介
し
，
新
た
な
視
点

を
提
起
す
る
美
術
館
，
一
を
目
指
し
次
の
展
覧
芸
事
業

を
行
い
ま
す
。

①
全
国
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
美
術
団
体
等
に
発

表
の
場
を
提
供
し
ま
す

②
国
内
外
の
新
し
い
美
術
の
動
向
に
焦
点
を
あ
て
た

自
主
企
画
展
を
開
催
し
ま
す

③
新
聞
社
や
他
の
美
術
館
と
の
共
催
に
よ
る
展
覧
会

を
開
催
し
ま
す

②
情
報
収
集
。
提
供
事
業

「
人
と
情
報
を
つ
な
ぎ
、
文
化
遣
産
と
し
て
の
資
料

を
収
集
・
公
開
す
る
美
術
館
」
を
目
指
し
て
次
の
よ

う
な
情
報
収
集
°
提
供
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

①
国
内
の
展
覧
会
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
提
供
し

ま
す

②
戦
後
の
国
内
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
を
綱
羅
的
に
収

集
し
公
開
し
ま
す

③
日
本
の
近
代
以
降
の
美
術
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

資
料
を
収
集
し
公
開
し
ま
す

③
教
育
普
及
事
業

「
参
加
し
交
流
し
創
造
す
る
美
術
館
」
を
目
指
し
次

の
教
育
普
及
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

①
展
覧
会
に
あ
わ
せ
た
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
実
龍
し
ま
す

②
作
家
ト
ー
ク
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
り
、
ア
ー
ト

を
楽
し
み
、
＇
ア
ー
ト
に
つ
い
て
語
り
あ
う
だ
め
の
場

を
提
供
し
ま
す

③
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
一
r
,
。
フ
ロ
グ
ラ

ム
を
と
お
し
て
、
美
術
館
に
お
け
る
実
践
的
な
活

動
の
楊
を
提
供
し
ま
す

④
美
術
館
の
教
育
普
及
事
業
に
関
す
る
資
料
の
収
集

に
努
め
ま
す

独立行政法人国立美術館

国立新美術館館長

林田英樹
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企画展示室

講堂

で
も
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
親
し

み
や
す
く
閲
か
れ
た
美
術
館
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
当
館
開
館
後
に
は
、
近
隣
の
防
術
庁
跡
地

の
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
内
に
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
鐙
が

来
春
に
開
館
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
既
に
開
館
し

て
い
る
六
本
木
ヒ
ル
ズ
内
の
森
美
術
館
と
と
も
に
六

本
木
一
帯
は
新
た
な
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注
目

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施

設
と
は
「
六
本
木
ア
ー
ト
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
と
称
し レストラン（手前）とカフェ

こ
れ
ら
三
つ
の
事
業
を
軸
に
、
魅
力
あ
る
質
の
高

い
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

展
覧
会
車
業
は
、
一
月
か
ら
の
開
館
記
念
展
を
は

じ
め
、
二
月
か
ら
は
新
聞
社
等
と
の
共
催
展
も
始
ま

り
ま
す
[
-
四
＼
一
六
頁
参
照
]
0

ま
た
、
平
成
一
九
年
四
月
か
ら
は
全
国
的
な
活
動

を
行
っ
て
い
る
美
術
団
体
綽
に
よ
る
公
募
展
も
開
始

さ
れ
ま
す
[
九
頁
表
参
照

r

情
報
収
集
゜
提
供
事
業
で
は
、
既
に
約
五
万
点
に

及
ぶ
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
等
を
収
集
す
る
と
と
も
に
イ

国
立
新
美
術
館
の
各
極
事
業
を
実
肱
す
る
た
め
の

施
設
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

国
立
新
美
術
館
は
，
延
ベ
一
万
四
0
0
0
c
m
s
の
展

示
ス
ベ
ー
ヌ
（
公
募
展
示
室

[
1
0
0
0
2
m
x
1
0

室
、
企
画
展
示
室
ニ
―

o
o
o
'
a
x1
一
室
）
、
ア
ー
，
ト

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
，
、
請
堂
、
研
修
室
等
を
有
す
る
ほ
か
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
の
附
属
施
設
の
充
実
も
図
っ
て
い
ま
す
。
外
観
は
、

前
面
を
覆
う
ガ
ラ
ス
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
が
波
の
よ
う

に
う
ね
る
美
し
い
曲
線
を
描
い
て
い
ま
す
。
こ
の
ガ
ラ

ス
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
越
し
に
、
青
山
公
園
な
ど
の
周

辺
の
緑
地
に
と
け
こ
む
よ
う
に
植
栽
さ
れ
た
庭
園
の

眺
め
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
免
震

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
，
協
力
を
図
り
、
新
し
い
芸

術
文
化
活
動
の
発
信
拠
点
エ
リ
ア
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
立
新
美
術
館
は
、
五
番
目
の
国
立
美
術
餡
と
し

て
、
既
存
四
美
術
館
と
と
も
に
、
我
が
国
の
美
術
振
興

の
一
罠
を
担
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の

期
待
に
十
分
に
こ
た
え
る
た
め
に
は
今
後
充
実
し
た

活
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
他
の
美
術
館
は
も
と
よ

り
多
く
の
機
関
と
の
連
携
協
力
を
一
層
密
に
し
て
い

く
こ
と
が
肝
要
で
す
。
当
館
を
設
計
さ
れ
た
黒
川
紀
章

施
設
の
概
要

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
展

覧
会
情
報
の
提
供
も
開
館

に
合
わ
せ
て
開
始
し
ま

ず。
教
育
普
及
事
業
で
は
、

ィ
ン
タ
ー
ン
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
（
サ
ポ
ー
ト
＇
ス
タ

ッ
フ
）
の
受
入
れ
を
既
に

実
施
し
て
お
り
、
ま
た
、

開
餡
後
は
展
覧
会
に
合
わ

せ
た
請
演
会
や
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
っ
て
い

べ
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

公募展用展示室

装
置
に
よ
る
地
震
・
安
全
対
策
、
雨
水
の
再
利
用
や

地
下
自
然
換
気
に
よ
る
省
エ
ネ
，
省
資
源
対
策
、
車

い
す
仕
様
の
エ
レ
ベ
ー
ー
タ
ー
に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ

の
対
応
、
さ
ら
に
は
東
京
メ
ト
ロ
乃
木
坂
駅
に
直
結

す
る
連
絡
通
路
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
性
を
追
求

し
た
施
骰
づ
く
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
立
新
美
術
館
は
、
明
年
一
月
に
開
儲
を
迎
え
る

わ
け
で
す
が
、
当
館
の
活
動
の
主
体
と
な
る
展
覧
会

事
業
や
情
報
収
集
。
提
供
事
業
、
教
育
普
及
事
業
を

円
滑
に
開
始
し
魅
力
あ
る
事
業
と
す
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
く
、
ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
／
．
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
だ
れ

氏
は
「
共
生
」
を
、
ま
た
、
当
縮
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
。

ロ
ゴ
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
た
だ
い
た
佐
藤
可
士
和
さ
ん

は
「
美
術
と
人
々
と
の
、
開
か
れ
た
新
し
い
関
係
」
を
そ

れ
ぞ
れ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
さ
れ
て
お
り
ま
す
C

当
館
の

今
後
の
目
指
す
べ
き
方
向
を
的
確
に
表
し
て
い
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
期
待
と
と
も
に
、
こ

れ
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
今
後
と
も

鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
か
国
立
新
美
術
館

を
今
悛
と
も
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も

に
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
後
の
目
指
す
べ
き
方
向

夜の国立新美術館
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国立新美術館の開館........................................................●........。.......ふ涵●................・・.....

-［  
I 
釦蒻隣暉
魯開館時間

＊ 会期中の毎週金曜日は20:00まで一国立新美術館 1

: THE RaTI口餌I-aすこ邸戸匹I{Y口 l ［公募展］ l0:00-l 8:00 

美術と人々との，開かれた新しい関係

日本で 5つ目の国立美術館「国立

新美術館」は，コレクションをもた

ない美術館。様々な展覧会を中心に，

自由度の高い活動を展開する。既存

の枠組みに捕らわれす，美術館の新

しい在り方を提示するような存在。

そして芙術に関する膨大な情報を諾

もが持ち寄り，そこに人々が集い，

得たものを持ち帰ることができる

開かれた美術館であり，新しい美術

の「場」。そんな存在を象徴するよう

なユニークネスのある巨大な建物

が，六本木に出現する。それは日本

の美術界にとって，そして社会にと

って大きなニコースそしてとて I 

もインパクトのある存在になるであ I 
ろうしならなければならない。そ

んな国立新芙術館のシンポルマーク Il 
やロゴタイフは，建築と共にその

「新しさ」「先進性」「独創性」「進化

し続ける精神」を象徴した表現でな

ければならない。そして，この美術

館設立にかかわる人々の心に共通し 1 

て流れる想いを集約し，日本の美術

＊ 平成 19(2007)年4月から開始

鍮休館日

毎週火曜日

（祝日又は休日に当たる場合は開館し 翌日休館）

年末年始 (12月29日～ 1月3日）

◎観覧料

企画展ことに定めます。

公募展は芙術団体によって異なります。

魯アクセス

東京メト□千代田線乃木坂駅5出口から徒歩2分
＊ 開館時には，美術館に西結芍る乃木坂駅6出口が開通します。

東京メトロ日比谷線六本木駅4A出口から徒歩5分

都営地下鉄大江戸線六本木駅7出口から徒歩4分

N 

-I_ ~ 

1 J 
界の，現在から未来に向けてのメッ 1 

セージを社会に対して発1言できるよ 1 甑緬屈豆租面面
うな表現でなければならないといっ 独1Lけ政法人国止美術館国立新美術館

思いでシンボルマークをデザインし ， 〒l06-8558 東京都湮区六本木7-22-2

I TEし： 03-681 2-9900 （代表）
（アートティレクター~I 日P http /／www nactJP - -
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l-
|I 所在地

設計監理

事業主体

工期

建築面積／延床面積

I 建物高

エントランス

東京都港区六本木7丁目

22番2号

黒/Ii紀阜。日本設計共同
体（意匠：黒／II,構造・
設備：日本設計）

文化庁

平成i4 (2002)年7月～

平成18(2006)年5月

延1万3.023.96m' 

延4万9,709.83m' 

最高高33.3m

軒高29.5m

天井海2・1.6m

両翼幅160m

地上4階 (1階，中2階，

I 
麟 2階，中3階， 3階， 4階），

‘ 地下1階 ＿ 

I I 構造 □9〗二:[i鉄骨鉄筋コ

Ii 面租1,000m汽 10室，天

I 展示室（公募展用）
'--

企画展示室

三羊邑
晦呈

研修室

アートライブラリー

井高5m, 可動パネル

20枚／最大壁長：約

370m （各室）

面積2,000m',2室，天井

高5m/8m

面積328m',約300席

面積約 60m',3室，約

30席（各室）

面積188m'.約30席

l レストラン，カフェ (3 ' 

I その他 か所），ミュージアムシ

I ヨップ

I 
i, 

！ 
I -- - '  
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国立新美術館の開館..................● ⑬ ● ●........................................。..．......

=邦人（エトランジェ）たちのパリ1900-2005
ポンヒトー・センター所蔵作品展

I 

-」

I 
I 

I 

I 

会期：平成19年2月7日（水）～5月7日（月）

休館日：毎週火曜日（但し5月1日は開館）

開館時間： 10:00;..__, 18:00（毎週金曜日は20:00まで）〈入館はいずれも閉館の30分前まで＞

主催：国立新美術館，朝日新聞社，テレビ朝日，ポンピドー・センター

後援：外務省，文化庁，フランス大使館，東京日仏学院

協賛：大日本印刷

協力：日本通運， AIRFRANCE, J-WAVE 

会場：企画展示室2E(2,000m筍

観覧料：一般1,500日，100〕円／大学生1,〇〇〇〔700〕円／高校生80飢300〕円／中学生以下無料

＊〔〕内は20名以上の団体料金，いずれも消費税込み

前売り：一般1,300円／大学生900円／高校生700円

＊前売り券はチケットぴあ，ローソンチケットなどで取り扱っております。

展覧会HP:h廿p://www.asahi.com/pompidou/

お問い合わせ： 03-5777-8600（ハローダイヤル）

....'.......・・・・・...・・..・・・......●........・分● ●..... ..。..........・・............
•名

7
_
-

，
ー
—
ー

9
1

探
ストたちの三つの冒険物語一

会期：平成19年1月21日（日）～3月19日（月）

休館日：毎週火曜日（但し1月23日は開館）

開館時間： 10:00~ 18:00（毎週金曜日は20:00まで）＜入館はいずれも閉館の30分前まで〉

主催：国立新美術館

協力：日本航空

会場：企画展示室1Es展示室1A~1D(6,000mり

観覧料：一般1,10訓800〕円／大学生600は00〕円／窟校生40飢200〕円／中学生以下無料

＊［〕内は20名以上の団体料金，いずれも浪費税込み

前売り：一般900円／大学生400円／高校生200円

＊前売り券はチケットぴ菰ローソンチケットなどで取り扱っております。

展覧会HP: http://www.nact.jp/ 

お問い合わせ： 03-5777心8600（ハロータイヤJし）

芸術の都パリは， 19世紀末から今日まで， を紹介し，

フランス国内だけでなく，世界中の芸術家た 近現代美術

ちを魅了してきました。パリに暮らす人々を においてパ

モデルに人間の本質に迫ったピカソ（スペイ リやそこで

ン）やシャガール（ロシア），モデイリア-—二 の外国人芸

（イタリア），藤田嗣治（日本）などの画家や 術家が果た

プランクーシ（ルーマニア），ジャコメッティ した役割を

（スイス）などの彫刻家，パリの情景や風俗を 振り返る展

写し出したブラッサイ（ハンガリー）やウイ 覧会です。

リアム・クライン（アメリカ）などの写真家 国際都市・

たちが，パリでその才能を磨き，開花させた 東京に誕生

のです。本展は，フランスが誇る近現代美術 した新しい

の殿堂ポンピドー・センターの所蔵作品から， 美術館で，

近代美術史を彩る著名な芸術家たちのほか， パリが育んだ世界中の芸術家の傑作の数々に

今もなお旺盛な活動を続けるアジアや南翠ア よる多彩で華やかな世界が展開します。 1 Lフリカ出身の現代芸術家たちの作品，約200点 I 

-- ----- --- - -] 

マルク。シャガール
『エッフェル塔の新郎新婦』
1938-39年

cADAGP, Paris&SPDA, Tokyo, 2006 

! 

I 201せnロビの大きな特徴のひとつは，それか都 のでした。アーテ 1ストたちは，このような
！ 市を中心とする物質文明の時代であったと＼、 新しい状況を敏感にとらえ，それを革新的な
I うことでしょう。大量の工業製品や商品など， 芸術の形式によって表現しようと試みます。

さまざまな物にあふれる世界に身を置く経験 この晟覧会は，冒険精神にあふれたアーティ

！ は，先立つ時代の人類にはまった＜未知のも ストたちの果敢な挑戦から生ま九た多種多様

な20世紀美術の展開を，デザイン，工芸，建

l ̂ 
- ＿ 築などのさまざまな分野にも目を配りながら-;~ 紹介しようとするものです。国立美術館のコ

岱^--7 レクションを核にしなから，国内外の美術館
＇ し に協力を依頼し，約600点の貴重な作品が，世

I ~ ↓し 界各地から集合します。また，現代最先端の

I - ―t 表現を追求している内外の作家7人が参加し，
ゥと

C, ・，ャ ，万が、

〗応＼翌芯心翠m - i心 ! ; 
／ ¢ ヽ 大規模な新作インスタレーションを発表しま I 

心 s,‘,
• J もふ令＇でご¢

＾ へミi

し 塁 索，＾
ー 、ぷ i ぷら す。 6,000面の広大な展示空間に展開される，

i ··•~‘• 
- 9 --i表

， 澤,",.?t ¢胴，.~賓 9] 累覧望賃象尋竺芯息為巳.9夏戸 これまでに例を見ない野心的で総合的な展覧I'’’\ 』 9,. 、9 も,t·r;;;";;':'.:";'.:;~J
I 東京都現代美術館蔵 cEstate of Tom Wesselmann./ ・ 

l VAGA, New York&SPDA, Tokyo、2006 しょつ。

l_ ―-――- - --
: I トム・ウェソセルマン［浴槽コラージュ＃2)1963年， 会は， 内外の熱い注目を集めることになるで
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長
年
の
願
望
で
あ
っ
た
、
国
立
新
美
術
館
が
、
い

よ
い
よ
明
年
六
本
木
で
開
館
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
文
化
庁
を
は
じ
め
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
実
現
に
努
力
さ
れ
た
関
係
者
の
熱
意
に
よ
る

も
の
で
す
。

国
立
博
物
館
や
美
術
館
は
、
東
京
、
京
都
、
大
阪
、

奈
良
、
福
岡
な
ど
主
要
都
市
に
あ
り
ま
す
。
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
館
で
は
、
役
割
分
担
が
あ
り
、
そ
の
館
に

応
じ
て
機
能
面
で
も
専
門
性
が
分
か
れ
て
い
ま
す
。
東

京
国
立
博
物
館
は
、
日
本
の
古
代
か
ら
江
戸
末
期
の

東
洋
部
門
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
メ
デ
ィ

ア
と
共
催
の
特
別
展
も
、
各
社
と
の
回
数
に
規
定
が

あ
り
ま
す
。
例
外
は
時
に
よ
っ
て
あ
り
ま
す
が
、
専
門

内
容
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
京
・
京
都
国
立
近
代
美
術
館
は
、
近
代

美
術
に
関
す
る
作
品
等
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国

立
西
洋
美
術
館
は
西
洋
美
術
等
の
美
術
が
主
流
と
な

っ
て
い
ま
す
。
で
は
、
日
本
の
美
術
団
体
は
ど
の
よ

う
な
型
式
で
作
品
展
示
を
し
て
き
た
の
か
と
い
う
と
、

こ
れ
に
は
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
か
い
つ
ま
ん
で
い

寄稿

国
立
新
美
術
館
開
館
に
寄
せ
て

＇ 
＇ 
黒川紀章展 ー機械の時代から生命の時代ヘー

え
ば
彼
ら
は
主
と
し
て
上
野
の
山
に
、
展
示
場
を
設

け
、
明
治
以
降
の
発
表
の
場
と
し
て
き
た
の
で
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
は
都
立
美
術
館
が
美
術
団
体
展
を
支

え
て
き
た
歴
史
で
も
あ
り
ま
し
た
。

今
日
で
は
、
美
術
団
体
と
い
っ
て
も
、
大
小
各
種

さ
ま
ざ
ま
な
内
容
の
団
体
が
あ
り
、
上
野
の
東
京
都

美
術
館
で
、
一
年
中
発
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
が
、
団

体
が
増
加
す
る
に
及
ん
で
、
会
場
の
確
保
や
期
間
の

問
題
で
、
十
分
と
い
え
な
い
展
示
に
主
催
者
当
局
は

悩
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
各
団
体
代
表
が
集
ま
り

文
化
庁
に
国
立
の
美
術
館
建
設
を
願
い
出
ま
し
た
の

が
、
三

0
年
前
に
な
り
ま
す
。
現
在
の
東
京
都
美
術

館
よ
り
、
規
模
も
大
き
い
施
設
を
希
望
し
て
い
ま
し

た
。
最
初
は
、
土
地
の
選
定
に
時
間
を
要
し
ま
し
た

が
、
運
よ
く
六
本
木
に
美
術
館
建
設
予
定
地
が
決
ま

り
ま
し
た
。
文
化
庁
で
は
、
美
術
団
体
、
マ
ス
コ
ミ
、

美
術
批
評
家
、
公
立
美
術
館
長
を
集
め
、
設
立
準
備

委
員
会
を
設
け
、
一
年
以
上
に
わ
た
る
会
議
を
重
ね
、

新
美
術
館
構
想
を
具
体
的
に
討
議
し
ま
し
た
。
私
は
、

同
委
員
会
の
座
長
を
務
め
て
、
各
分
野
の
意
見
を
集

約
し
ま
し
た
。

新
美
術
館
構
想
は
、
パ
リ
の
グ
ラ
ン
パ
レ
に
似
て

い
ま
す
。
グ
ラ
ン
パ
レ
は
、
同
時
に
大
型
の
展
示
会

を
ニ
・
三
開
催
で
き
る
規
模
で
す
。
こ
れ
が
実
現
す

る
だ
ろ
う
と
の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。

今
日
で
は
、
国
宝
や
重
要
文
化
財
の
よ
う
な
国
民

の
貴
重
な
宝
は
文
化
庁
長
官
の
公
開
の
承
認
を
受
け

た
美
術
館
な
ど
に
お
い
て
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
デ
パ

ー
ト
、
百
貨
店
の
催
事
場
で
は
公
開
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
~

明
年
か
ら
始
ま
る
国
立
新
美
術
館
に
よ
り
、
日
本

美
術
や
海
外
の
美
術
品
の
企
画
展
な
ど
が
開
か
れ
、
日

本
文
化
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
一

0
0
年
以
上
に
及
ぶ
発

表
の
場
と
な
っ
た
、
上
野
の
東
京
都
美
術
館
と
も
相

ま
っ
て
の
美
術
文
化
の
発
信
は
、
内
外
に
大
き
く
貢

献
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
六
本
木
の
新
美

術
館
は
こ
れ
か
ら
新
し
い
文
化
の
砦
と
し
て
発
展
す

る
よ
う
、
関
係
者
一
同
は
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

画家

平山郁夫
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会期：平成19年1月21日（日）～3月19日（月）

休館日：毎週火曜日（但し1月23日は開館）

開館時間： 10:00~ 18:00（毎週金曜日は20:00
まで）〈入館はいずれも閉館の30分

前まで〉

国立新美術館の設計者である建築家・黒川

紀章の主要作を回顧し，さらに現在取り組ん

でいる世界各国の最新プロジェクトを紹介し，

ユニークな模型や映像を使い現代建築・都市

、の将来を展望しようとするものです。黒川紀

章はCIAM（近代建築国際会議）の崩壊以後，

1959年に「機械の時代から生命の時代へ」の

主催：国立新美術館，黒川紀章展実行委員会

会場：展示室2C,2D (2,000m2) 

観覧料：無料

お問い合わせ： 03-5777-8600

（ハローダイヤル）

時代の転換を宣言し， 1960年にはメタボリズ

ムグループの運動に参加，以来約半世紀，一

貫して生命の時代の建築・都市の研究，創造

に挑戦しています。メタボリズム，共生，リ

サイクル，エコロジー，生態系，情報といっ

た黒川紀章が1960年代から提起し続けている

テーマは，現在世界のテーマとなっています。

文化庁メディア芸術祭10周年企画展

日本の表現力
会期：平成19年1月21日（日）～2月4日（日）

休館日：毎週火曜日（但し1月23日は開館）

開館時間： 10:00~ 18:00（毎週金曜日は20:00
まで）〈入館はいずれも閉館の30分

前まで〉

主催：文化庁メディア芸術祭実行委員会（文

化庁 •CG-ARTS協会），国立新美術館

新しい表現領域であるメデイア芸術の振興

を目的とした「文化庁メデイア芸術祭」が10

周年を迎えます。本展では，「日本の表現力」

をテーマに，デジタルアートからゲーム，ロ

会場：展示室2A,2B (2,000mり

観覧料：無料

展覧会HP: http://plaza.bunka.go.jp/ 

お問い合わせ： CG-ARTS協会

「文化庁メディア芸術祭事務局」

03-3535-3501 

ボッ．卜，アニメ，マンガにまで広がる「日本

のメデイア芸術」を現在・過去・未来の三つ

の視点で紹介します。
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国立新美術館の開館......................●.....................・・.....●.....................

寄稿

国
立
新
美
術
館
は
、
国
立
の
美
術
館
と
し
て
、
初

め
て
六
本
木
と
い
f

っ
新
し
い
文
化
都
心
に
建
設
さ
れ

る
大
規
模
な
美
術
館
で
す
。
上
野
の
文
化
の
森
と
は

別
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
、
文
化
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

発
信
地
と
な
る
、
も
う
―
つ
の
都
心
聾
文
化
の
森
の

出
現
で
す
。

こ
の
敷
地
は
旧
陸
軍
の
第
三
連
隊
の
建
築
を
そ
の

位
置
（
一
部
を
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
前
）
に
保
存
し
、
歴

史
と
現
代
の
共
生
（
歴
史
の
証
言
と
新
し
い
最
先
端

の
現
代
建
築
と
い
う
未
来
へ
の
証
言
の
共
生
）
に
挑

戦
し
て
い
ま
す
。
~

こ
の
場
所
は
、
青
山
公
園
に
つ
な
が
る
森
の
生
態

系
の
一
部
を
な
し
て
お
り
、
狭
い
敷
地
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
自
然
や
森
と
の
共
生
を
実
現
で
き
ま
し
た
。
自

然
や
森
と
の
共
生
を
実
現
す
る
た
め
、
フ
ァ
サ
ー
ド

は
透
明
な
フ
ラ
ク
タ
ル
幾
何
学
（
前
術
的
幾
何
学
、
ア

メ
リ
カ
・
マ
ン
デ
ル
ブ
ロ
ー
）
の
波
打
つ
フ
ァ
サ
ー
ド

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
美
術
館
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を

「
ビ
ッ
グ
・
ウ
ェ
ー
ブ
」
と
呼
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

又
、
こ
の
新
美
術
館
は
、
収
集
品
を
も
た
な
い
美

こ
ヨ＝―-ーニ―
-T1

こ
と

国
立
新
美
術
館
の
設
計
に
当
た
っ
て

建築家

黒川紀章

・き •••••••••••••••••••••••••o•••••••••••••• 場.......................0............. 

こ
の
た
び
東
京
の
六
本
木
地
区
に
、
新
た
に
国
立

新
美
術
館
が
開
館
を
迎
え
る
運
び
と
な
っ
た
こ
と
は
、

そ
の
設
立
を
待
ち
望
ん
で
い
た
多
く
の
芸
術
家
や
美

術
愛
好
家
に
と
っ
て
大
き
な
朗
報
と
い
っ
て
よ
い
で

し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
国
立
美
術
館
と
し
て
は
、
東
京

上
野
の
国
立
西
洋
美
術
館
、
東
京
と
京
都
の
国
立
近

代
美
術
館
、
そ
れ
に
大
阪
中
之
島
の
国
立
国
際
美
術

餡
の
四
館
が
あ
り
ま
し
た
が
r

今
回
五
番
目
の
美
術

館
が
誕
生
し
た
わ
け
で
す
。

し
か
し
こ
の
新
美
術
館
は
、
他
の
国
立
四
館
と
比

べ
て
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
所
蔵
品
を
も

た
な
い
展
示
場
中
心
の
施
設
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
が
な
い
代
わ
り
に
、
そ
こ
に
は
他
の
ど
の

国
立
美
術
館
よ
り
も
広
い
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
と
す
れ
ば
，
新
美
術
館
の
こ
れ
か
ら
の
活
動
の

成
否
は
、
一
に
も
二
に
も
こ
の
展
示
場
の
運
営
に
か

か
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

こ
の
広
大
な
展
示
ス
ペ
ー
ス
は
、
金
国
的
規
模
の

寄稿
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公
募
団
体
用
と
、
美
術
館
が
独
自
に
、
あ
る
い
は
新

聞
社
等
の
他
の
横
関
と
共
同
で
開
催
す
る
企
匝
展
用

と
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
近
什
美
術
の
歴

史
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
襖
じ
た
美
術
団
体
に
は
、

今
後
も
一
層
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
が
、
新

美
術
館
に
対
し
て
は
、
歴
史
も
規
模
も
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
美
術
団
体
の
多
様
な
希
望
に
応
じ
て
、
い
か
に

無
理
な
く
、
公
平
に
、
し
か
も
有
効
に
ス
ペ
ー
ス
を

配
分
す
る
か
と
い
う
調
整
椋
能
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
使

用
団
体
の
選
定
も
含
め
て
、
そ
の
髯
蟄
の
過
程
は
、
だ

れ
の
目
に
も
よ
く
わ
か
る
透
明
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
同
様
の
透
明
性
は
、
展
示
場
を
利
用
す

る
団
体
に
と
っ
て
も
必
要
な
こ
と
で
す
。
）

し
か
し
美
術
館
の
真
価
が
問
わ
れ
る
の
は
、
何
よ

り
も
企
画
展
の
内
容
に
よ
っ
て
で
す
。
国
内
海
外
の

美
術
鱈
と
の
連
携
を
保
ち
な
が
ら
、
明
確
な
視
点
に
基

づ
く
質
の
高
い
展
覧
会
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

展
覧
会
の
在
り
方
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
広
く
他
に

術
館
で
す
。
展
示
室
は
二

0
0
0
面
の
単
位
が
七
単

位
]
万
四
0
0
0
2
m
あ
り
、
世
界
の
巡
回
展
、
企
画

展
を
企
画
展
示
す
る
企
画
展
示
室
と
、
日
展
を
は
じ

め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
公
募
展
グ
ル
ー
プ
の
す
べ
て
に

対
応
で
き
、
多
い
場
合
に
は
、
同
時
に
―
二
の
展
示

会
が
同
時
に
開
僅
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
―

1
0
0
0

面
は
さ
ら
に
小
単
位
に
分
割
で
き
、
多
様
な
展
覧
会

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
機
能
を
支
え
る
の
が
、
搬
出
投
入
の
動
線
、

写
真
撮
影
、
検
査
、
一
時
保
管
、
審
査
、
展
示
ま
で

の
機
能
的
動
線
と
、
学
芸
員
の
思
う
ま
ま
の
企
画
展

示
が
可
能
な
白
の
整
形
の
展
示
室
で
す
。
こ
こ
で
は

展
示
品
が
主
役
で
あ
り
、
建
築
は
そ
れ
を
支
え
る
先

端
技
術
の
脇
役
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
六
本
木
の
場
所
は
、
芸
術

文
化
（
食
文
化
を
含
む
）
・
経
済
（
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
＇
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
）
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
交
流
の
場

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。

そ
れ
が
波
打
つ
透
明
な
フ
ァ
サ
ー
ド
（
太
陽
熱
。

紫
外
線
一

0
0
％
カ
ッ
ト
の
省
エ
ネ
・
ニ
コ
建
築
）
に

知
ら
れ
た
名
作
を
招
来
展
示
す
る
こ
と
も
む
ろ
ん
重

要
で
す
が
、
忘
れ
ら
れ
た
画
家
や
将
来
性
の
あ
る
新

人
を
発
掘
す
る
こ
と
も
大
事
な
役
割
で
す
。
例
え
は
．
,

笑
術
館
が
独
目
の
や
り
方
で
若
手
芸
術
家
を
対
象
と

す
る
公
募
展
を
定
期
的
に
開
僅
す
る
と
い
う
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
で
そ
れ
が
若
い
作
家
の
登
竜
門

に
な
れ
ば
す
ば
ら
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

新
美
術
館
に
朗
待
す
る
も
う
―
つ
の
こ
と
は
、
畏

覧
会
カ
タ
ロ
グ
や
関
連
資
料
の
収
集
公
開
と
い
う
、
美

術
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
で
す
Q

"

特
に
日
本

の
近
現
代
美
術
に
関
す
る
資
料
は
す
べ
て
揃
え
る
と

い
う
ぐ
ら
い
の
意
気
込
み
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
美

術
館
に
は
既
に
か
な
り
の
カ
タ
ロ
グ
が
あ
る
よ
う
で
す

が
、
そ
れ
は
今
後
と
も
継
続
的
に
収
集
す
る
こ
と
が

是
非
と
も
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
の
予
算
、
ス
タ
ッ

フ
の
充
実
も
含
め
て
、
新
美
術
組
の
将
来
に
大
い
に

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

囲
ま
れ
た
森
の
中
の
ア
ト
リ
ウ
ム
（
交
流
の
場
、
サ

ロ
ン
）
で
す
。
ア
ト
リ
ウ
ム
に
は
、
世
界
ト
ッ
プ
の
三

ツ
星
レ
ス
ト
ラ
ン
『
ブ
ラ
ゾ
，
ス
リ
ー
ポ
ー
ル
・
ボ
キ
ュ

ー
ズ
ミ
ュ
ゼ
』
と
カ
フ
ェ
、
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
（
ア
ウ
ト

ド
ア
）
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
、
恨
界
の
デ
ザ
イ

ン
、
グ
ッ
ズ
等
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ア
ー
ト
〗
サ
ロ
ン
は
、
又
、
憐
接
す
る
森
ア

ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
と
連
動
し
て
交

流
の
場
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
後
し
ば
ら
く
は
、
夕
方
閉
館
（
週
末
は

午
後
八
時
ま
で
）
と
な
り
ま
す
が
、
将
来
は
森
ア
ー

ト
セ
ン
タ
ー
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
と
連
携
し
、
六

本
木
ら
し
く
夜
の
サ
ロ
ン
、
夜
の
美
術
館
と
し
て
も

構
想
し
て
設
計
し
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
世
界
最
先
端
の
国
立
新
美
術
館
が
あ
ら
ゆ
る

人
た
ち
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
開
放
さ
れ
、
サ
ス
テ
ナ
プ

ル
に
発
展
し
続
け
、
経
営
可
能
な
新
し
い
美
術
館
モ

デ
ル
と
し
て
、
世
界
へ
向
け
て
挑
戦
し
続
け
て
い
く

こ
と
を
強
く
望
み
、
確
信
し
て
い
ま
す
。

大原美術館館長

贔階秀爾
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国立新美術館閂館告知ポスター

ぇ2玉時代のキーワードは「オープン」で ボルマークとロゴタイプを懐がデザイシさ

フ戸。 1＇ンターネ；！卜の爆発的な普及 せていただきました。

もあり，メティアに対する機念や人々の惰 デザインするに当たり，国立新美術舘を

報の取り方，広告やコンテンツとのかかわ 「新」という一字で表してみました。「新」とい

り方などが劇的に変わろうとしています。 う日本語のモチーフには，日本の美術館とし

インターネットの存在のしかたの変化によ てさまざまな新しい試みを展開していく存

る影醤が大きいと考えられ，世界中の人々 在だということが凝縮されています。そして

の意識を変えていっています。そのような 漠字をモチーフにすることにより，より多く

状況の中「オープン」というキーワードが の人々に親しみやすく，なじみやすい存在と

注目されるのは，クローズしていてはそこ

から何も生まれないということに皆が気づ

いてきたからではないでしょうか。

そんな時代に必然的に登場したのが，国

立新美術館です。日本で五つ目の国立

美術館である国立新美術館は，コレクショ

ンをもたない美術館で，さまざまな展覧会

を中心に自由度の高い活動を展開します。

既存の枠組みにとらわれず，美術館の新し

い在り方を提示するような存在です。美術

に関する膨大な情報をだれもが持ち寄り，

そこに人々が集い，得たものを持ち帰るこ

とができる開かれた美術館であり，新しい

美術の場です。そんな国立新美術館のシン

開
か

」

「
新
し
い

なることを目指しました。「新」という文字の

すべてのエレメント，すべての角は閉じてお

らず，開かれています。それは開かれた「新し
ムヒ

？ 目ヒ
い場」を意味しています。そこに人々が，て

して美術に関するあらゆる情報が集まり発 ’l~I 
信される，開かれた窓のような場で

ある国立新美術舘の象徴。この窓に 1アートティレクター

-J 
は，美術と社会美術と人々との新 i佐藤可士和

しい関係，新しい未来を築きたいと

いう願いが込められています。

-戸の国立新美術餡のように，国

し四家や企業，社会など，あらゆ

るところで「開かれること」が今ま

さに求められていると思います。
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魅
力
あ
る
日
本
文
化
の
発
信

交

化

庁

提

言

]

日
本
文
化
発
信
に
関
す
る
文
化
庁
の
取
組

玉
寄
稿
】

音
楽
を
通
じ
た
日
本
文
化
の
世
界
へ
の
発
信

【
事
例
紹
介
]

国
際
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

座
談
会
「
芸
能
と
文
化
」
祝
告

座
談
会
「
音
楽
と
文
化
」
報
告

座
駿
会
「
神
話
と
文
化
」
報
告

海
外
か
ら
見
た
日
本
文
化
の
魅
力

座
談
会
「
美
術
と
文
化
」
報
告

国
際
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て

奈
良
県
民
の
反
応

争
文
化
庁
ニ
ュ
ー
ス
令

文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭

平
成
l

八
年
度
文
化
斤
日
本
語
教
育
大
会

（
福
岡
大
会
）
の
お
知
ら
せ

平
成
一
八
年
度
文
化
庁
長
官
表
彰
表
彰
者
決
定
ほ
か

日
臼
璽
国

六
本
木
ヒ
ル
ズ
五
三
陪
の
東
京
シ
テ
イ
ビ
ュ
ー
か
ら

育
山
方
面
を
見
る
と
、
波
の
よ
う
に
美
し
い
血
線
を
描

く
ガ
ラ
ス
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
に
前
面
を
毅
わ
れ
た
、
特

徴
あ
る
建
物
か
眼
下
に
見
え
ま
・
冗
こ
ち
ら
が
今
回
の

特
媒
記
事
の
「
国
立
新
美
術
館
」
建
物
て
す
。

来
年
一
月
ニ
ー
日
に
開
館
を
迎
え
ま
す
が
、
隈
に
各

方
面
か
ら
注
目
を
浴
び
て
お
り
、

N
H
K
を
は
じ
め
と

す
る
さ
ま
さ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
ほ
か
．

美
術
館
主
他
の
「
建
染
ツ
ア
ー
」
（
美
術
飴
建
物
内
を
巡

る
ツ
ア
ー
）
は
大
盛
況
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
ら

(W) 

魯
連
載
會

古
き
い
き
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
美
術
館
間
物
館
裏
業
レ
ポ
ー
ト
】

宜
野
湾
市
立
拇
物
館

【
芸
術
文
化
の
風
]

関
西
各
地
で
育
ま
れ
る
・
・
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
街
が
つ
く
る
地
域
文
化

[
著
作
楯
0
&
A

『
著
作
権
な
る
ほ
ど
質
問
箱
」
か
ら
〗

組
織
，
機
関
に
お
け
る
著
作
物
の
利
用
公
民
館
な
ど

[
言
葉
と
暮
ら
し
】

方
言
関
係
図
書
の
都
道
府
県
別
件
数
欄
査

芹
伝
建
地
区
を
見
守
る
人
々
伝
建
歳
時
[
e
C
]

伊
根
莉
，
愈
家
の
正
月
（
京
都
府
与
謝
郡
伊
板
町
）

【
＜
ヽ
ら
し
が
育
む
文
化
的
景
観
】

「
手
間
訛
」
が
息
づ
く
棚
田

【
広
げ
よ
う
「
文
化
力
」
の
輪
！
]

九
州
・
沖
縄
か
ら
文
化
カ
キ
）
ー
ワ
ー
ド
は
「
連
携
」

〖
風
を
呼
ほ
う
、
わ
が
町
に
登
録
有
形
文
化
財
建
造
物
と
の
歩
み
]

ぶ
ら
り
＇
の
ん
び
り
；
ゆ
ら
ゆ
ら
り
港
町
，
油
消
の
発
見

冨
地
域
か
ら
の
「
文
化
力
」
発
信
]

本
物
の
舞
台
芸
術
体
咳
事
業

で
日
本
の
伝
統
美
と
技
を
守
る
人
々
]

魚
住
安
彦
（
雅
号
三
代
魚
住
為
楽
）
．
讐
揺

＝
国
宝
二
里
要
文
化
財
を
も
っ
と
楽
し
む
方
法
】

埴
輪
の
船

[
年
示
り
歳
時
記
伝
承
を
支
え
る
人
々
】

野
沢
温
泉
の
通
祖
神
祭
り

H
又
化
交
流
使
の
活
動
報
告
】

源
田
悦
夫
i

九
州
大
学
大
学
院
芸
術
工
学
研
究
院
教
授

近
憐
に
は
防
術
庁
跡
地
を
再
附
発
中
の
「
東
京
ミ
ッ

ト
タ
ウ
ン
」
の
ビ
ル
が
威
容
を
見
せ
て
お
り
、
そ
の
中
に

は
「
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
」
が
来
年
春
ご
ろ
オ
ー
プ
ン
す

る
予
定
で
す
。
六
本
木
ヒ
ル
ズ
内
の
「
森
笑
術
餌
」
と

と
も
に
、
「
六
本
木
ア
ー
ト
ト
ラ
イ
―
r

ン
グ
Jl
」
と
称
し

て
さ
ま
さ
ま
な
連
愧
，
協
力
を
図
っ
て
い
く
予
定
と
の

こ
と
で
す
。
糊
館
後
は
f

週
末
に
こ
れ
ら
の
美
術
館
を

め
く
る
こ
と
も
、
六
本
木
を
楽
し
む
新
た
な
ス
タ
イ
ル
と

し
て
定
培
し
そ
う
で
す
。

皆
椋
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
e
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